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ヘリカル CT三次元内視法の有用性について－第 7回内視鏡下外科手術研究会 1994(仙台)

12.鈴木正徳・福原賢治・三国潤一・武藤大成・松野正紀:胆管ステントをめぐって－切除不能上部胆管癌

の積極的保存療法における tubestent の有用性第 31回日本胆道学会総 1995(横浜)

13.鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・三国潤一・松野正紀:吸収性テープおよび各種結紮用器械を用いた肝

切除術第 47回日本消化器外科学会総会 1996(大阪)

14.鈴木正徳・福原賢治・松野正紀:肝門部胆管癌の肝内進展様式と至適術式～画像処理を用いた三次元マ

ッピングからの検討第 96回日本外科学会総会 1996(千葉)

15.片寄　友・鈴木正徳・福原賢治・西條　進・篠田雅央・櫻井直樹・松野正紀:肝門部胆管癌に対する

Bispecific 抗体を用いた術後養子免疫療法のための基礎的研究第 96回日本外科学会総会 1996(千葉)

16.Suzuki M・Takahashi T・Fukuhara K・Unno M・Matsuno S:Intrahepatic spreading pattern of

hepatatohilar bile duct carcinoma using computer aided 3-D biliary tract mapping 第 1 回国際消化

器癌発生学会 1996(広島)

17.海野倫明・鈴木正徳・福原賢治・松野正紀:ss 胆嚢癌に対する外科治療の strategy－拡大胆摘は妥当

か否か－第 49回日本消化器外科学会総会 1997(福岡)

18・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:上・中部胆管癌右肝動脈浸潤例に対する術前 TAE・右肝

動脈切除・非再建による尾状葉・肝門部肝切除併施肝外胆管切除術第 97回日本外科学会総会 1997(京

都)

19.海野倫明・鈴木正徳・内山哲之・福原賢治・松野正紀:Heme oxygenase inhibitor による肝細胞障害

抑制機構に関する実験的検討 －Heme oxygenase の発現と炎症反応への関与 －第 97回日本外科学会



総会 1997(京都)

20.鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・松野正紀;肝外発育型肝細胞癌における多臓器合併切除併

施肝切除術 ～切離局所流入・流出血行路遮断による肝切除術第50回日本消化器外科学会総会 1997(横

浜)

21.海野倫明・鈴木正徳・福原賢治・遠藤公人・松野正紀:ss 胆嚢癌に対する合理的リンパ節郭清とは? 第

50 回日本消化器外科学会総会 1997(横浜)

22.工藤俊雄・片寄　友・篠田雅央・佐伯久明・櫻井直樹・鈴木正徳・松野正紀・今井浩三:ムチンコア蛋

白 MUC1 抗原に対する Specific targeting therapy～バイスペシフィク抗体(BsAb)及びスーパー抗原

結合抗体(SEA-Ab)による effector cell の retargeting 第 56 回日本癌学会総会 1997(京都)

23.鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝門部胆管癌に対する拡大肝右葉切除併施胆管

切除術に門脈塞栓術は必要か? ～実施時期別手術成績の比較の面から～ 第 9 回日本肝胆膵外科学会

1997(東京)

24.鈴木正徳・岩指　元・福原賢治・海野倫明・松野正紀:遠隔成績よりみた食道・胃静脈瘤に対する外科

治療の再評価.日本消化器外科学会総会 1998(東京)

25.遠藤公人・鈴木正徳・海野倫明・松野正紀:高度進行肝癌に対する積極的肝切除術 ～Vp3・腹壁播種

合併肝細胞癌症例に対する外科治療第 51 回日本消化器外科学会総会 1998(東京)

26.海野倫明・那谷耕司・成島陽一・鈴木正徳・高沢伸・松野正紀・岡本宏:膵ランゲルハンス島再生・増

殖因子 Reg 蛋白 －膵ランゲルハンス島移植への新しい展望－ 第 98 回日本外科学会総会 1998(東京)

27.鈴木正徳・松野正紀:各種治療法の遠隔成績からみた肝門部胆管癌に対する合理的な治療戦略 DDW-

Japan 1998(横浜)

28.鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・櫻井直樹・児玉英謙・及川昌也・松野正紀:遠隔成績から

みた肝細胞癌の治療戦略第 52 回消化器外科学会総会 1998(東京)

29.鈴木正徳・岩指　元・松野正紀:食道・胃静脈瘤に対する Hassab 手術の臨床的意義と手術主義簡略化

および侵襲軽減の試み 第 99 回日本外科学会 1999(福岡)

30.鈴木正徳・松野正紀:胆管癌における神経周囲浸潤の成立機序とリンパ系を標的とする局注癌化学療法

の有用性 第 54 回日本消化器外科学会総会 1999(名古屋)

3L 鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:自験例の遠隔成績からみた食道・胃静脈瘤に対する TIPS

施行の功罪 第 6回日本門脈圧克進症学会総会 1999(宇部)

32.鈴木正徳・海野倫明・松野正紀:各種治療法別遠隔成績からみた肝門部胆管癌切除不能症例に対する合

理的治療戦略 DDW-Japan 1999(広島)

33.鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:自験例の遠隔成績からみた食道・胃静脈瘤に対する TIPS

施行の功罪日本門脈圧克進症学会 1999(宇部)

34.海野倫明・鈴木正徳・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:胆摘術後の ss 胆嚢癌に対する二期的肝亜二区

域切除+リンパ節郭清術第 12 回日本肝胆膵外科学会 2000(名古屋)

35.鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・竹村真一・及川昌也・松野正紀:肝門部胆管癌に対する腫

瘍形態に応じた術式選択の可能性について第 12回日本肝胆膵外科学会 2000(名古屋)

36.鈴木正徳・松野正紀:三次元超音波診断装置を用いた肝門部胆管癌における局所浸潤能の評価第 166

回日本消化器病学会東北支部例会 2000(仙台)

37.鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・竹村真一・林　洋毅・松野正紀:肝門部胆管癌

に対する合理的な治療戦略～遠隔成績からみた当科における decision tree の設定にぬいて 第 55 回日

本消化器外科学会 2000(宮崎)

38.鈴木正徳,松野正紀;3D-US および multislice CT を用いた肝門部胆管癌における局所浸潤能の評価(第



8 回 Digestive Disease Week-Japan 2000 神戸

39.鈴木正徳,松野正紀:拡大か縮小か?癌手術の新たなる方向性と展開?上・中部胆管癌に対する術前 TAE・

右肝動脈切除・非再建による尾状葉・肝門部肝切除併施胆管切除術第38回日本癌治療学会総会 2000(仙

台)

40.鈴木正徳,松野正紀,石橋忠司:3D animation multislice CT による肝門部胆管癌の大血管浸潤度診断と

Stage IV a 症例の non-surgical chemoradiation への層別化 第 87 回日本消化器病学会 2001(東京)

41.鈴証徳,海野倫明,片寄　友,竹内丙午,及川昌也,小野川徹,林　洋毅,佐藤武揚,松野正紀:切除不能肝管お

よび上・中部胆管癌症例に対する放射線化学療法併用胆道ステンティングの治療成績肝胆膵関連会議

2001(仙台)

42.海野倫明、鈴木正徳、片寄　友、竹内丙午、松野正紀:鏡視下胆摘術施行後胆嚢癌併存判明例における

二期的手術の方針と初回腹腔鏡下手技の留意点肝胆膵関連会議 2001(仙台)

43.柿田徹也,鈴木正徳;胆管癌に対する chemoradation 併用 EMBS 療法の治療効果からみた胆道ステント

治療の問題点. DDW-Japan 2001(神戸)

44.鈴木正徳,松野正紀:3D-US および multislice CT を用いた肝門部胆管癌における局所浸 Digestive

Disease Week-Japan 2001 神戸

45.鈴木正徳,海野倫明,片寄　友,竹内丙午,及川昌也,小野川徹,林　洋毅,佐藤武陽,松野正紀:切除不能肝管

および上・中部胆管癌症例に対する放射線化学療法併用胆道スティングの治療成績 肝胆膵関連会議

2002(仙台)

46.鈴木正徳,松野正紀,石橋忠司:肝門部胆管癌の進展度診断の進歩?Animated MPR-CT を用いた肝門部胆

管癌の進展度診断 DDW-Japan 2001(京都)

47.鈴木正徳,海野倫明,片寄　友,竹内丙午,小野川徹,佐藤武揚,水間正道,松野正紀:下大静脈高度圧迫を伴う

巨大肝腫瘍症例に対する Hanging maneuver を用いた前方アプローチによる肝切除術. 第 102 回日本

外科学会総会 2003(京都)

48.鈴木正徳,松野正紀,石橋忠司:Multidetector-row CT を用いた肝外胆管癌の進展度診断～animated

MPR および CPR 画像の有用性. 第 88 回日本消化器病学会総会 2003(旭

49.海野倫明,阿部高明,鈴木正徳:肝臓・消化器癌における有機アニオントランスポーターの発現と機能. 第

88 回日本消化器病学会総会 2003(旭川)

50.Suzuki M, Unno M, Katayose Y, Takeuchi H, Rikiyama T, Onogawa T, Sato T, Mizuma M, Ohtuka H,

Mastuno S: Hepatic Resection through an Anterior Approach Employing a Hanging Maneuver in

Patients with a Huge Liver Tumor Severely Oppressing the Inferior Vena Cava. 02 International

Hepato-Biliary Pancreatic Association 2003(Tokyo)

51.鈴木正徳:肝門部胆管癌～治療方針決定のための診断～multidetedor row CT の MPR 像から見た治療

方針の決定第 3回北海道消化器画像・MIT 研究会 2003(札幌)

52.鈴木正徳,松野正紀:切除不能肝門部胆管癌に対する EMS 治療の成績向上をめざした補助療法の導入.

DDW-Japan. 2002,横浜

<特別講演>

1.鈴木正徳・松野正紀:胆道癌の集学的治療 第 149 回東北消化器病学会東北支部例会教育セミナー

1994(仙台)

<宿題報告>

1.鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:肝癌症例フィルム呈示によるアンケート集計報告 第 4

回スマンクス動注療法検討会 1996(仙台)

<教育講演>



1.鈴木正徳:各種鏡視下手術とフィブリン糊の有用性 第 1回茨城県内視鏡下手術研究会 1994(土浦)

2.鈴木正徳:最近の当科における肝切除術の現況について 第 30 回泉区外科勉強会 1995(仙台)

3.鈴木正徳:鏡視下手術および肝癌外科手術におけるフィブリン糊の有用性 群馬県社会保険支払い基

金講演会 1996(前橋)

4.鈴木正徳:肝細胞癌の治療大崎地区医師会勉強会 1997(古川)

5.鈴木正徳:肝細胞癌の発生から治療まで～外科の立場からみた診断と治療第 8 回青葉画像研究会・

第 4回宮城放射線科医会研究会 1998(仙台)

6.鈴木正徳:胆道外科の最近の進歩 第 305 回八戸外科集談会 1999(八戸)

7.鈴木正徳:肝門部胆管癌の最近の治療 仙台外科医会 1999(仙台)

8.鈴木正徳:最近の生体接着剤の現況と未来 第 12 回日本肝胆膵外科学会 2000(名古屋)

9.鈴木正徳:食道・胃静脈瘤治療の現況 平成 13年度『宮城県医師会研修講習会』 2001(仙台)

10.鈴木正徳:胆道癌治療の最前線胆道癌診断と治療?とくに肝門部胆管癌を中心として.日本消化器病

学会東北支部・第 3回教育講演会 2001(仙台)

11.鈴木正徳:胆管切除を要しない肝門部胆管癌手術. 第 2 回宮城肝臓外科研究会 2001(仙台)

12.鈴木正徳:Covered Stent-When? Whom? How? 切除不能肝門部胆管癌に対する EMS 治療の成績

向上をめざした補助療法の導入. 東北胆・膵 lntervention 懇話会 2002(仙台)

13.鈴木正徳,海野倫明,片寄　友,力山敏樹,竹内丙午,小野川徹,水間正道,佐藤武揚,阿部友哉,松野正

紀:MDCT のシネ表示画像による術前 simulation が,胆道再建を要しない拡大肝葉切除の術式選択に

有用であった肝門部胆管癌の 1例. 第 57 回日本消化器外科学会総会 2002(京都)

14.鈴木正徳:もしも肝臓に大きなしこりがみつかったら. 市民開放講座肝臓のはなし 2002(仙台)

<一般講演>

1.力山敏樹・鈴木正徳・福原賢治・三国潤一・坂本宣英・松野正紀;塞栓療法を施行し得た門充症合併

結腸動静脈痩の一例 第 6回宮城県循環不全研究会 1994(仙台)

2.力山敏樹・鈴木正徳・三国潤一・福原賢治・松野正紀:肝類上皮型血管内皮腫の一切除例 第 148 回

日本消化器病学会東北支部例会 1994(仙台)

3.坂本宣英・鈴木正徳・福原賢治・松野正紀:悪性胆道狭窄に対する金属ステントの使用経験 第 148

回日本消化器病学会東北支部例会 1994(仙台)

4.遠藤公人・鈴木正徳・福原賢治・三国潤一・松野正紀:消化器外科手術に対するウリナスタチンの臨

床的有用性の検討 宮城地区MRC の会 1994(仙台)

5.西條　進・鈴木正徳・丹野弘晃・大内清昭・松野正紀:肝細胞癌に対する Bispecific 抗体の作製と抗

腫瘍効果に関する検討 第 94 回日本外科学会総会 1994(東京)

6.福原賢治・鈴木正徳・三国潤一・松野正紀:胆嚢小隆起性病変の検討一胆嚢癌に対する一期的根治手

術をめざした術前・術中診断の意義について－ 第 30 回日本胆道学会総会 1994(神戸)

7.鈴木正徳・松野正紀:QOL を重視した肝門部胆管癌に対する縮小手術 ～TAE 後右肝動除を併用した

肝門部肝切除 第 19 回日本外科系連合会学術集会 1994(神戸)

8.鈴木正徳・福原賢治・三国潤一・海野倫明・武藤大成・西條　進・力山敏樹・坂本宣英・大内清昭・

松野正紀:肝・膵同時切除例における術後早期合併症 ～肝切除術施行群との比較 第 4 回東北肝臓外

科研究会 1994(仙台)

9.武藤大成・鈴木正徳・福原賢治・西條　進・力山敏樹・坂本宣英・松野正紀:当科における各種治療

後肝膿

瘍症例の検討 第 149 回日本消化器病学会東北支部例会 1994(仙

10.伊藤浩司・鈴木正徳・福原賢治・武藤大成・遠藤公人・松野正紀:エンドトキシンによる初代培養



肝細胞の膜脂質過酸化障害発生機序一活性化多核白血球の関与について－ 第 1 回肝細胞研究会

1994(東京)

11.伊藤浩司・鈴木正徳・福原賢治・三国潤一・武藤大成・遠藤公人・力山敏樹・松野正紀:エンドト

キシンによる初代培養肝細胞障害発生機序一活性化多核白血球の関与について－ 第 30 回日本肝臓

学会総会 1994(旭川)

12.西條　進・鈴木正徳・片寄　友・福原賢治・三国潤一・松野正紀:肝細胞癌に対する新しい養子免

疫療法の試み －Bispecific 抗体を用いた Immuni-targeting therapy－ 第 30 回日本肝臓学会総会

1994(旭川)

13.武藤大成・鈴木正徳・福原賢治・西條　進・遠藤公人・力山敏樹・坂本宣英・篠田雅央・竹内丙

午・松野正紀:当科における特発性門脈圧克進症症例の術後予後に関する検討 第 150 回日本消化器

病学会東北支部例会 1994(仙台)

14.篠田雅央・鈴木正徳・福原賢治・武藤大成・西條　進・力山敏樹・坂本宣英・松野正紀:術前診断

可能であった輸入脚症候群の 1例 第 128 回東北外科集談会 1994(仙台)

15.竹内丙午・鈴木正徳・福原賢治・武藤大成・西條　進・力山敏樹・坂本宣英・松野正紀:腺癌以外

の組織型を呈する胆嚢癌切除例の検討 第 128 回東北外科集談会 1994
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癒談話会 1994(仙台)

17.福原賢治・鈴木正徳・武藤大成・西條　進・力山敏樹・坂本宣英・篠田雅央・竹内丙午・松野正
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20.鈴木正徳・福原賢治・三国潤一・武藤大成・松野正紀:肝切離における安全・簡潔な止血法 －吸
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22.武藤大成・鈴木正徳・福原賢治・遠藤公人・力山敏樹・坂本宣英・篠田雅央・竹内丙午・松野正

紀:当科における TAE 症例の検討 第 151 回日本消化器病学会東北支部例会 1995(仙台)
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25.西條　進・鈴木正徳・福原賢治・武藤大成・片寄　友・松野正紀:肝細胞癌に対する Bispecific 抗
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29.片寄　友・鈴木正徳・西條　進・篠田雅央・松野正紀:胆管癌に対する Bispecific 抗体を用いた抗

腫瘍効果の検討加齢医学研究所集談会 1995(仙台)
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31.竹内丙午・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・武藤大成・坂本宣英・篠田雅央・松野正紀:肝嚢胞性
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32.内山哲之・鈴木正徳・福原賢治・片寄　友・遠藤公人・成島陽一・力山敏樹・坂本宣英・篠田雅
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33.櫻井直樹・鈴木正徳・福原賢治・遠藤公人・成島陽一・力山敏樹・坂本宣英・篠田雅央・竹内丙
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40.鈴木正徳・松野正紀・高橋徹:比較的粗大な構造物の組織学的所見に基づく三次元再構成法 第 34

回三次元映像フォーラム 1995(仙台)
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47.力山敏樹・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:肝膵同時切除後の肝再生抑制因子－特に
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48.力山敏樹・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:肝膵同時切除後の肝再生抑制機
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55.櫻井直樹・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・成島陽一・坂本宣英・篠田雅央・竹内丙午・内山哲
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3 回日本門脈圧克進症・食道静脈瘤学会 1996(札幌)

61.片寄　友・工藤俊雄・鈴木正徳・篠田雅央・櫻井直樹・佐伯久明・今井浩三・松野正紀:Bispecific
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67.鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・伊勢秀雄・松野正紀:切除不能広範囲胆管癌症例に対する腹腔鏡

下部分胆嚢摘出術 第 9回日本内視鏡外科学会総会 1996(東京)
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之・櫻井直樹・岩指　元・小野文徳・児玉英謙・松野正紀:異時性肝転移をきたし切除可能であった
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135.遠藤公人・鈴木正徳・海野倫明・竹内丙午・八巻孝之・松野正紀・板部洋之:虚血・再潅流障害

肝における脂質過酸化物の出現 －抗酸化 LDL 抗体を用いた免疫組織学的検討 第 84 回日本消化器

病学会総会 1998(横浜)

136.竹内丙午・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・坂本宣英・八巻孝之・柿田徹也・M.M.

ラーマン・松野正紀:肝虚血再潅流障害における貧食細胞の関与 第34回日本肝臓学会総会 1998(横

浜)

137.八巻孝之・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・松野正紀:連続および反復肝

虚血時の末梢血 PCOOHによる再潅流障害の評価 第 34 回日本肝臓学会総会 1998(横浜)

138.内山哲之・鈴木正徳・海野倫明・力山敏樹・遠藤公人・及川昌也・松野正紀:肝膵同時切除後の

肝再生抑制機構と各種サイトカインの変動 第 34 回日本肝臓学会総会 1998(横浜)

139.近藤典子・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:多彩な画像所見を呈した多発肝腫瘍の一

切除例 第 26 回宮城肝癌研究会 1998(仙台)

140.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・松野正紀:肝炎症性偽腫瘍の画像診断と

治療のタイミングについて 第 135 回東北外科集談会 1998(仙台)

141.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:当科の大型肝細胞癌に対する治療成績 第

135 回東北外科集談会 1998(仙台)

142.柿田徹也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀;門脈圧充進症に対する Hassab 手術の治

療効果について 第 135 回東北外科集談会 1998(仙台)

143.海野倫明・鈴木正徳・福原賢治・遠藤公人・竹内丙午・内山哲之・八巻孝之・櫻井直樹・岩指　元・

小野

文徳・児玉英謙・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・松野正紀:ss 胆嚢癌の特異な進展様式:巨大肝転移



に対して右三区域切除を施行した症例からの検討 第 8回東北肝臓外科研究会 1998(仙台)

144.児玉英謙・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・篠田雅央・櫻井直樹・竹村真一・松野正

紀:変異型スーパー抗原を応用した樹立胆管癌細胞株(TFK-1)に対する養子免疫療法の検討 第 110

回加齢医学研究所集談会 1998(仙台)

145.竹内丙午・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝炎症性偽腫瘍の画像診断と外科治療のタイミング

について第 52回消化器外科学会総会 1998(東京)

146.海野倫明・鈴木正徳・遠藤公人・松野正紀;腹腔鏡下胆摘術後に生じた胆嚢癌巨大肝転移に対す

る術前門脈塞栓術併施右三区域切除術 第 52 回消化器外科学会総会(ビデオセッション) 1998(東

京)

147.岩指　元・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・松野正紀:遠隔成績よりみた胃・食道静脈瘤に対す

る Hassab 手術の有用性 第 52 回消化器外科学会総会 1998(東京)

148.坂本宣英・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・三国潤一・遠藤公人・松野正紀:肝切除後の肝再生

と残肝エネルギー代謝に与える外因性脂肪製剤の影響 第 52 回消化器外科学会総会 1998(東京)

149.櫻井直樹・工藤俊雄・鈴木正徳・片寄　友・篠田雅央・児玉英謙・松野正紀:腺癌関連抗原MUCI(ム

チンコア蛋白)を標的にしたヒト胆管癌細胞株に対する養子免疫療法の実験的検討 第 2 回基盤的癌

免疫研究会総会 1998(名古屋)

150.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝動注化学療法後切除した大腸癌肝転移

症例の検討第 161 回日本消化器病学会東北支部例会 1998(山形)

151.藤原　耕・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:Stent Through Stent Technique を用い

て 3本の EMBS を挿入した肝門部癌の 1例 第 161 回日本消化器病学会東北支部例会 1998(山形)

152.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝細胞癌と転移性肝癌との診断に苦慮し

ている 1例第 27回宮城肝癌研究会 1998(仙台)

153.坂本宣英・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・内山哲之・松野正紀:硬変肝切除後の肝

再生と残肝エネルギー代謝に与える外因性脂肪製剤の意義 第 35 回外科代謝栄養学会 1998(大阪)

154.森川孝則・小林信之・鈴樋:当科における肝動注化学療法 20 例の検討 第 136 回東北外科集談

会 1998(山形)

155.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・児玉英謙・岩指　元・松野正紀:肝予備

能不良肝細胞癌における切除例の検討 第 136 回東北外科集談会 1998(山形

156.藤原　耕・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:Malignant Fiibrous Histiocytoma 肝浸潤

の 1切除例 第 136 回東北外科集談会 1998(山形)

157.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:CTAP の perfusion defect からみた胆

嚢静脈灌流領域の検討 第 136 回東北外科集談会 1998(山形)

158.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:経皮的門脈塞栓術施行後の各種サイトカ

イン値の変動について 第 136 回東北外科集談会 1998(山形)

159.近藤典子・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・八巻孝之・岩指　元・松野正紀:上大静脈欠損によ

る静脈還流異常から食道静脈瘤の発生をみた一例 第 5 回日本門脈克進症食道静脈瘤学会 1998(福

岡)

160.岩指　元・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:敗血症治療における HO 阻害剤投与の可

能性～肝類洞腔拡張と肝機能改善を指標とする実験的検討 第 31 回日本腹部救急医学会総会

1998(千葉)

161.児玉英謙・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・篠田雅央・櫻井直樹・竹村真一・松野正

紀:変異型スーパー抗原を応用した樹立胆管癌細胞株に対する免疫療法の検討 第 57 回日本癌学会



総会 1998(横浜)

162.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝部分切除後、肝細胞癌残肝再発に対し、

マイクロカテーテルを用いた TAE が奏功した症例 第 28 回宮城肝癌研究会 1998(仙台)

163.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・柿田徹也・竹村真一・松野正紀:PpPD の

遠隔期に発症した遷延性膵痩由来と思われる汎発性腹膜炎の一例 第 10 回東北創傷治癒研究会

1998(仙台)

164.八巻孝之・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・柿田徹也・松野正紀:連続お

よび反復肝虚血時の末梢血 PCOOH による再潅流障害の評価 第 6 回生体パーオキサイド研究会

1998(仙台)

165.柿田徹也・鈴木正徳・竹内丙午・八巻孝之・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝虚血再灌流障害

発生における細胞内 superoxide 産生系の関与 第 6回生体パーオキサイド研究会 1998(仙台)

166.Uchiyama T・Suzuki M・Unno M・Rikiyama T・Endo K・Oikawa M・Matsuno S:Overexpression

of Interleukin-10 Inhibits the Rat Liver Regeneration After Combined Resection of Liver and

Pancreas. 16th World Congress of CICD 1998(Madrid)

167.福原賢治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:SMANCS 動注療法に際して認められる副

作用としての shock 対策 第 6 回 SMANCS 動注療法検討会 1998(仙台)

168.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・柿田徹也・竹村真一・松野正紀:遷延性

膵漏によると思われる PpPD 術後に発症した汎発性腹膜炎の一例 創傷治癒研究会 1998(仙台)

169.内山哲之・鈴木正徳・海野倫明・力山敏樹・松野正紀:肝膵同時切除術後の肝再生抑制機構 第 11

回肝再生研究会 1998(東京)

170.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝動注癌化学療法の down sizing 効果～

大腸癌肝転移肝切除症例からの検討 第 85 回日本消化器病学会総会 1998

171.竹内丙午・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝流入血行路遮断を用いた肝切除周術期

における末梢血 PCOOH測定の臨床的意義 第 85 回日本消化器病学会総会 1998

172.竹内丙午・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:著明な血小板減少症を合併する肝硬変モ

デルラットの確立と肝硬変に対する TPO投与の意義 第 85 回日本消化器病学会総会 1998

173.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・内山哲之・松野正紀:胃平滑筋肉腫異時性肝転移再

再発症例に対して PMCT が奏効した一例 第 17 回 Microwave Surgery研究会 1998(大阪)

174.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・内藤広郎・佐々木巌・松野正紀:Zollinger Ellison

症候群を呈する孤立性肝転移巣に対して openMCT が奏効した 1 例 第 17 回 Microwave Surgery

研究会 1998(大阪)

175.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:AFP,CA19-9高値のmixed type

の原発性肝癌が疑われた症例 第 29 回宮城肝癌治療研究会 1998(仙台)

176.遠藤公人・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・櫻井直樹・山本久仁治・松野正紀・高山章:残存胆

管に発症した膵胆管合流異常合併胆管癌の 1例 消化器画像診断研究会 1999(ハワイ)

177.岩指　元・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・内山哲之・松野正紀:肝類洞容積調節機

序による敗血症治療の可能性～特異的 HO 阻害剤を用いた肝機能改善効果の検討 第 53 回日本消化

器外科学会 1999(京都)

178.及川昌也・鈴木正徳・内山哲之・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・八巻孝之・柿田徹也・吉田　寛・

松野正紀:血漿成分を含まない生体接着剤 GRF glue と肝臓外科領域への応用 第 53 回日本消化器外

科学会 1999(京都)

179.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・内山哲之・松野正紀:CTAP 横断画像



からみた胆嚢静脈潅流領域の同定と胆嚢癌における合理的な肝切除範囲の再検討 第 53 回日本消化

器外科学会 1999(京都)

180.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝動注化学療法後切除した大腸癌肝転移

症例の検討第 53回日本消化器外科学会 1999(京都)

181.八巻孝之・鈴木正徳・福原賢治・海野倫明・遠藤公人・竹内丙午・岩指　元・及川昌也・柿田徹

也・松野正紀:肝虚血再灌流障害評価における PCOOH 測定の有用性 ～類洞内皮細胞機能評価との

比較検討 第 53 回日本消化器外科学会 1999(京都)

182.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:著明な非機能克進症を呈する肝硬変モデ

ルラットの確立と肝硬変に対する TPO投与の意義第 53回日本消化器外科学会 1999(京都)

183.小野文徳・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:脾腫瘍との鑑別が問題となっ

た肝外発育型肝細胞癌の 1例 第 163 回日本消化器病学会東北支部例会 1999（仙台）

184.藤原　耕・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:肝外胆管癌症例における切除

療法と EMBS 療法の治療成績の比較 第 163 回日本消化器病学会東北支部例会 1999(仙台)

185.岩指　元・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・内山哲之・松野正紀:肝類洞容積調節機

序による敗血症治療の可能性 ～特異的 HO 阻害剤を用いた肝機能改善効果の検討 第 14 回日本

shock 学会総会 1999(大津)

186.小野文徳・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・木村良直・中嶋康之・松野正紀: 脾腫瘍

との鑑別が問題となった肝外発育型肝細胞癌の 1 切除例 第 163 回日本消化器病学会東北支部例会

1999(仙台)

187.鈴木正徳・他:PEIT 後に腹壁転移をきたした肝細胞癌の 1 例 第 163 回日本消化器病学会東北支

部例会 1999(仙台)

188.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・八巻孝之・櫻井直樹・柿田徹也・竹村真

一・松野正紀:幽門輪温存膵頭十二指腸切除術(PpPD)術後に発症した汎発性腹膜炎の一例 32 回日

本腹部救急医学会 1999(横浜)

189.藤原　耕・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:TAE と SNS にて長期生存後、

肝外側区域に肝外発育型として生じた new lesion に対して肝切除を施行した肝細胞癌症例 第 31

回宮城肝癌治療研究会 1999(仙台)

190.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・内藤広郎・舟山裕士・福島浩平・佐々

木巌・松野正紀:術後 adrenal crisis を発症した 1例 第 11 回宮城県循環不全研究会 1999(仙台)

191.柿田徹也・鈴木正徳・竹内丙午・海野倫明・遠藤公人・八巻孝之・松野正紀 1 肝虚血再潅流障

害における細胞質内 SOD 賦活の意義 ～SOD transgenic mouse 基礎実験からの検討 第 99 回日本

外科学会 1999(福岡)

192.片寄　友・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀: MinKim, Kemeth H Cowan, Prem Seth:

アデノウイルス p53 耐性乳癌細胞株に対するアデノウイルス Fas を併用した遺伝子治療の試み 第

99 回日本外科学会 1999(福岡)

193.内山哲之・鈴木正徳・海野倫明・力山敏樹・遠藤公人・松野正紀:肝膵同時切除術後の Interleukin-10

過剰産生による肝再生抑制 第 99 回日本外科学会 1999(福岡)

194.岩指　元・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・内山哲之・松野正紀:肝類洞腔容積調節

機序による敗血症治療の可能性～特異的 HO 阻害剤を用いた肝機能改善効果の検討 第 99 回日本外

科学会 1999(福岡)

195.近藤典子・鈴木正徳・八巻孝之・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・竹内丙午・柿田徹也・及川昌

也・松野正紀:肝流入血行路遮断を用いた肝切除周術期における末梢血 PCOOH測定の臨床的意義 第



99 回日本外科学会 1999(福岡)

196.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・櫻井直樹・児玉英謙・工藤俊雄・熊谷　泉・松野正紀:大腸菌

による Diabody および SEA 融合抗体の作製と機能解析～胆管癌に対する養子免疫療法への可能性

～ 第 99 回日本外科学会 1999(福岡)

197.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:CTAP 横断画像からみた胆嚢静脈潅流

領域の同定と胆嚢癌における合理的な肝切除範囲の再検討 第 99 回日本外科学会 1999(福岡)

198.児玉英謙・工藤俊雄・片寄　友・篠田雅央・櫻井直樹・竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公

人・今井浩三・松野正紀:変異型スーパー抗原を応用した樹立胆管癌細胞株(TFK-1)に対する養子免

疫療法の検討 第 99 回日本外科学会 1999(福岡)

199.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:肝腫瘍の一切除例 第 60 回東

北腹部画像診断検討会 1999(仙台)

200.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:肝動注化学療法の down sizing 効果 ～大

腸癌肝転移切除症例からの検討 第 85 回日本消化器病学会総会 1999(長崎)

201.近藤典子・鈴木正徳・八巻孝之・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・竹内丙午・柿田徹也・及川昌

也・松野正紀:肝流入血行路遮断を用いた肝切除周術期における末梢血 PCOOH測定の臨床的意義 第

85 回日本消化器病学会総会 1999(長崎)

202.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀;著明な血小板減少症を合併する肝硬変モ

デルラットの確立と肝硬変に対する TPO投与の意義 第 85 回日本消化器病学会総会 1999(長崎)

203.柿田徹也・鈴木正徳・竹内丙午・海野倫明・遠藤公人・八巻孝之・松野正紀:肝虚血再灌流障害

における細胞質内 SOD 賦活の意義 ～SOD transgenic mouse 基礎実験からの検討 第 85 回日本消

化器病学会総会 1999(長崎)

204.Katayose Y, Suzuki M, Unno M, Takemura S, Fujiwara K, Yamamoto K, Kondo N, Yoshida H,

Kenneth H, Cowan, Prem Seth, Matsuno S:Adenoviral Expression of the Cyclin-dependent

Kinase Inhibitor p27kip1:a Strategy for cholangiocarcinoma.アメリカ消化器病関連学会週

問,AGA 1999(オーランド)

205.鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・松野正紀:切除不能胆管癌症

例に対する腹腔鏡下部分胆嚢摘出術の手技上の工夫 第 11 回日本肝胆膵外科学会 1999(徳島)

206.八巻孝之・近藤典子・鈴木正徳・松野正紀:大動物を用いた実験と臨床的検討からみた全肝流入

血行路遮断下肝切除の問題点 第 11 回日本肝胆膵外科学会 1999(徳島)

207.片寄　友・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:術前処置としての新しい門脈塞栓術の実

際と効果 第 11 回日本肝胆膵外科学会 1999(徳島)

208.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:クローン病を合併した肝細胞

癌の一例 第 32 回宮城肝癌治療研究会 1999(仙台)

209.Suzuki M, Takahashi T, Fukuhara K, Unno M, Endo K, Takeuchi H, Matsuno S:Intrahepatic

extension of hepatohilar cholangio carcinoma visualization by 3-D biliary tract mapping. 40th

SSAT Meeting 1999(Orlando)

210.Ono F, Suzuki M, Unno M, Kondo N, Matsuno S:A novel class II phosphoinositide 3-Kinase

predominantly expressed in the liver and its enhanced expression during liver

regneration.40th SSAT Meeting 1999(Orlando)

211.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・力山敏樹・内山哲之・柿田徹也・近藤典

子・藤原　耕・松野正紀:肝膵同時切除における IL-10 高値の意義 第 35 回日本肝臓学会総会

1999(東京)



212.海野倫明・阿部高明・鹿郷昌之・鈴木正徳・遠藤公人・片寄　友・内藤　剛・八尾寛・松野正紀:

閉塞性黄疸時・敗血症時のラット肝における 3種類の有機アニオン輸送体の発現 第 35 回日本肝臓

学会総会 1999(東京)

213.藤原　耕・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・児玉英謙・及川昌也・松野正紀:遠隔成

績からみた多発肝細胞癌肝切除術の検討 第 35 回日本肝臓学会総会 1999

214.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・児玉英謙・柿田徹也・山本久仁治・近藤

典子・松野正紀:肝細胞癌の肝切除後長期無再発生存と短期再発を規定する予後予測因子の検討 第

35 回日本肝癌研究会 1999(京都)

215.山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・渡辺みか・松野正紀:AFP 高値を呈し

た胆管細胞癌の 1例 第 35 回日本肝癌研究会 1999(京都)

216.小野文徳・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:脾腫瘍との鑑別が問題となっ

た肝外発育型肝細胞癌の 1切除例 第 35 回日本肝癌研究会 1999(京都)

217.近藤典子・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:末梢型胆管細胞癌の肝門部胆

管浸潤に関して～当科経験症例からの検討 第 137 回東北外科集談会 1999(仙台)

218.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:経皮的肝内門脈肝静脈短絡術(TIPS)

施行後、肝細胞癌の発生と肝内転移および多発性肺転移が生じた 1 例 第 137 回東北外科集談会

1999(仙台)

219.小野文徳・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・木村良直・中嶋康之・松野正紀:脾腫瘍

との鑑別が問題となった肝外発育型肝細胞癌の 1切除例 第 35 回日本肝癌研究会 1999(京都)

220.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・小野文徳・山本久仁治・松野正紀:extranodal

な広がりを示し未分化型腺癌との鑑別に苦慮した、cytokeratin 陽性胆管原発悪性リンパ腫の一切

除例 第 54 回日本消化器外科学会総会 1999(名古屋)

221.片寄　友・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・児玉英謙・竹村真一・山本久仁治・Kemeth H Cowan・

Prem Seth・松野正紀:アデノウイルス p27kip1 による胆管癌細胞株を標的とした遺伝子治療の基

礎 ～アポトーシスとその機構～ 第 54 回日本消化器外科学会総会 1999(名古屋)

222.海野倫明・阿部高明・内藤　剛・鹿郷昌之・鈴木正徳・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:閉塞性

黄疸・敗血症時胆汁欝滞には有機アニオントランスポーター、oatp1,oatp2,ntcp の発現低下が関

与する 第 54 回日本消化器外科学会総会 1999(名古屋)

223.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:十二指腸浸潤を示した肝細胞

癌の一例 第 33 回宮城肝癌治療研究会 1999(仙台)

224.中川　圭・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:肝腫瘍の一例 第 62 回東北腹

部画像診断検討会 1999(仙台)

225.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:TIPS 施行後の遠隔期に肝細胞

癌を併発し、Vv3,Vp3 から多発性肺転移、肝転移を併発した 1 例 第 6 回日本門脈圧亢進症学会総

会 1999(宇部)

226.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀・小熊徹彦・菊池　淳:肝硬変

症に合併した小腸静脈瘤破裂による消化管出血に対して TIPS が奏効した一例 第 6 回日本門脈圧亢

進症学会総会 1999(宇部)

227.森川孝則・鈴狸徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:異時性の肝転移を呈し切除しえ

た副腎原発褐色細胞腫の一例 第 31 回日本消化器画像診断研究会 1999(新潟)

228.片寄　友・山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・PremSeth・松野正紀:アデノウイルス

Fas による p53耐性細胞株に対するアポトーシス誘導 第 58 回日本癌学会総会 1999(広島)



229.柿田徹也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・竹内丙午・八巻孝之・松野正紀:anaerobic

chamber 環境下 in vitro ischemia-reperfusion 曝露による膜脂質過酸化物の発生と、細胞内 SOD

活性賦活の意義 第 33 回日本腹部救急医学会総会 1999(金

230.柿田徹也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・竹内丙午・八巻孝之・松野正紀:anaerobic

chamber 環境下 in vitro ischemia-reperfusion 曝露による膜脂質過酸化物の発生と、細胞内 SOD

活性賦活の意義 第 7回生体パーオキサイド研究会 1999(仙

231.竹村真一・工藤俊雄・鈴木正徳・櫻井直樹・児玉英謙・片寄　友・松野正紀:大腸菌発現系より

作製した diabody および SEA fusion scFv による胆管癌養子免疫への可能性 第 58 回日本癌学会

総会 1999(広島)

232.中川　圭・椎葉健一・鈴木正徳・海野倫明・佐々木巌・松野正紀・宮川英喜:cat scratch disease

により、DIC を発症した一例 東北創傷治癒研究会 1999(仙台)

233.林　洋毅・片寄　友・遠藤公人・海野倫明・鈴木正徳・松野正紀:診断に苦慮した巨大後腹膜腫

瘍の一例 第 138 回東北外科集談会 1999(盛岡)

234.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:異時性の肝転移を呈し切除し

えた副腎原発褐色細胞腫の一例 第 34 回宮城肝癌治療研究会 1999(仙台)

235.山本久仁治・片寄　友・鈴木正徳・児玉英謙・竹村真一・吉田　寛・コーワンケニース・セスプ

レム:胆管癌細胞株を用いたアデノウイルス p27/kip1 によるアポトーシス誘導 第 58 回日本癌学

会総会 1999(広島)

236.遠藤公人・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・内藤　剛・山本久仁治・松野正紀・高山章:膵内遺

残胆管に発症した膵胆管合流異常合併胆管癌の 1例 DDW-Japan 1999(広島)

237.海野倫明・遠藤公人・鈴木正徳・松野正紀:予後から見た ss 胆嚢癌に対する適正手術 DDW-Japan

1999(広島)

238.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・吉田　寛・松野正紀:脾腫と肝硬変を呈

するモデルラットにおける肝切除後肝再生に対する TPO投与の意義 DDW-Japan 1999(広島)

239.小野川徹・海野倫明・阿部高明・鹿郷昌之・内藤　剛・鈴木正徳・遠藤公人・片寄　友・安達尚

宣・藤原　耕・松野正紀:ラット肝特異的トランスポーターlst-1 のクローニングと閉塞性黄疸時、

敗血症時の発現 DDW-Japan 1999(広島)

240.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・森谷卓也・松野正紀:炎症性偽肉芽腫類

似の組織型を呈した肝細胞癌の自然退縮例 DDW-Japan1999(広島)

241.藤原　耕・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・岩指　元・小野文徳・児玉英謙・及川昌

也・柿田徹也・竹村真一・近藤典子・山本久仁治・吉田　寛・松野正紀:肝細胞癌肝切除後再発例の

検討と治療成績 DDW-Japan 1999(広島)

242.及川昌也・鈴木正徳・松野正紀:肝門部胆管癌の治療成績からみた EMBS 治療の功罪 DDW-Japan

1999(広島)

243.近藤典子・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:末梢型胆管細胞癌の肝外胆管

浸潤に関しり臨床病理学的検討 DDW-Japan 1999(広島)

244.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・竹村真一・山本久仁治・松野正紀:下大

静脈に接した大型肝細胞癌に対する open MCT の応用 第 18 回 Microwave surgery 研究会

1999(東京)

245.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀・小熊徹彦・菊池　淳:アルコ

ール性肝硬変に合併した小腸静脈瘤破綻出血に対して TIPS が奏功した 1 例 第 5 回宮城インターベ

ンション研究会 1999(仙台)



246.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・安達尚

宣・小野川徹・近藤典子・藤原　耕・山本久仁治・吉田　寛・佐々木剛・中川　圭・林　洋毅・松

野正紀:腹壁及び胸壁合併切除にて切除し得た腹膜原発悪性中皮腫肝浸潤の 1 例 第 35 回宮城肝癌

治療研究会 1999(仙台)

247.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀・遠藤稔弥:肝硬変に伴う肝内

血流異常のため画像診断が困難であった肝細胞癌の 1 例 第 166 回日本消化器病東北支部例会

2000(仙台)

248. 森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・安達

尚宣・小野川徹・近藤典子・藤原　耕・山本久仁治・吉田　寛・佐々木剛・中川　圭・林　洋毅・

松野正紀:平滑筋肉腫肝転移巣に対する治療法の選択一肝切除術を軸とした集学的治療の成績－ 第

166 回日本消化器病学会東北支部例会 2000(仙台)

249.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:巨大腫瘤像を呈した胆管内発

育型胆管細胞癌の 1例. 第 32 回日本消化器画像診断研究会 2000(名古屋)

250.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・中川　圭・松野正紀:ヘモクロマトーシ

スに合併した肝細胞癌の 1症例 第 37 回宮城肝癌治療研究会 2000(仙台)

251.Shin-ichi Takemura, Toshio Kudo, Ryutaro Asano, Masanori Suzuki, Kouhei Tsumoto, Naoki

Sakurai, Yu Katayose, Hideaki Kodama, Shinji Ebara, Kohzoh Imai, Seiki Matsuno and Izumi

Kumagai: Construction andfunctional analysis of diabody (small recombinant bispecific

antibody) specific to MUC1 and CD3 for specific targeting immunotherapy of cancer. AACR

91st annual meeting 2000(SanFrancisco)

252.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・櫻井直樹・児玉英謙・津本浩平・浅野竜太郎・熊谷　泉・

工藤俊雄・松野正紀:recombinant 免疫複合体を用いた胆管癌特異的養子免疫療法の preclinical

study 第 100 回日本外科学会総会 2000(東京)

253.吉田　寛・児玉英謙・工藤俊雄・片寄　友・篠田雅央・櫻井直樹・竹村真一・鈴木正徳・海野倫

明・遠藤公人・今井浩三・松野正紀:Immunomodulator として変異型スーパー抗原をバイスペシフ

ィック抗体に応用した胆管癌細胞株(TFK-1)に対する免疫療法の検討. 第 100 回日本外科学会総会

2000(東京)

254.Kuniharu Yamamoto, Yu Katayose, Masanori Suzuki, Michiaki Unno, Kojin Endo, Shinichi

Takemura, Tsuyoshi Sasaki, Kemeth H. Cowan, Prem Seth and Seiki Matsuno:Adenovirus

expressing cyclin-dependent kinase inhibitor p27kip1 induces apoptosis on human

cholangiocarcinoma cell lines utilizing Fas pathway. AACR 2000(SanFrancisco)

255.山本久仁治・鈴木正徳・片寄　友・海野倫明・遠藤公人・松野正紀:CTAP からみた胆嚢癌に対

する S4aS5 肝亜 2区域切除の理論的根拠. 第 86 回日本消化器病学会総会 2000(新潟)

256 山本久仁治・鈴木正徳・片寄　友・海野倫明・遠藤公人・佐々木剛・松野正紀:胆管癌細胞株を

用いた Fas/Fas ligand system による p27/kip1 の apoptosis 誘導. 第 86 回日本消化器病学会総

会 2000(新潟)

257.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・力山敏樹・内山哲之・松野正紀:IL-10 を

介した肝再生抑制機序の検討 第 86 回日本消化器病学会総会 2000（新

258.片寄　友・山本久仁治・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・Prem Seth・松野正紀・Fas-Fas Ligand

system 制御によるアデノウイルス p53 および p27kip1 遺伝子治療の新戦略第 100 回日本外科学

会総会 2000（東京）

259.岩指　元・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・内山哲之・松野正紀:肝類胴腔容積調節



機序による敗血症治療の可能性～特異的 HO 阻害剤を用いた肝機能改善効果の検討 第 100 回外科

学会総会 2000（東京）

260.藤原　耕・阿部高明・鹿郷昌之・海野倫明・鈴木正徳・安達尚宣・岡部光規・小野川徹・松野正

紀:ラット肝臓特異的新規有機アニオントランスポーターrlst-1 の単離の発現調節 第 100 回日本外

科学会総会 2000（東京）

261.海野倫明・阿部高明・鈴木正徳・遠藤公人・片寄　友・鹿郷昌之・安達尚宣・藤原　耕・岡部光

規・小野川徹・松野正紀:肝特異的有機アニオントランスポーター遺伝子導入細胞による再構築人工

肝細胞の試み 第 100 回日本外科学会総会 2000（東京）

262.林　洋毅・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:QOL 向上と生命予後改善の両

立を図った切除不能胆道癌に対するchemoradiation併用EMBS療法 第100回外科学会総会 2000

（東京）

263.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・力山敏樹・内山哲之・松野正紀:脾摘に

より肝膵同時切除術後の肝再生不全は改善するか 第 100 回日本外科学会総会 2000（東京）

264.近藤典子・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:肝外胆管浸潤からみた、新し

い胆管細胞癌肉眼分類の必要性 第 100 回日本外科学会総会 2000（東京）

265.中川　圭・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・佐々木

剛・林　洋毅・森川孝則・松野正紀:切除不能胆道癌治療における EMBS の治療の功罪 第 12 回日

本肝胆膵外科学会 2000（名古屋）

266.中川　圭・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・近藤典子・藤原　耕・

山本久仁治・吉田　寛・安達尚宣・小野川徹・佐々木剛・林　洋毅・森川孝則・松野正紀:多発性病

巣の存在を疑われた肝細胞癌の一症例 第 38 回宮城肝癌治療研究会 2000（仙台）

267.山本久仁治・鈴木正徳・片寄　友・海野倫明・遠藤公人・佐々木剛・松野正紀:Fas/Fas ligand system

を用いた p27/kip1 による apoptosis 誘導 第 12 回日本肝胆膵外科学会 2000（名古屋）

268.片寄　友・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・山本久仁治・吉田　寛・
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ン反応より危険回避を検討 第 12 回日本胆肝膵外科学会 2000（名古屋）

269.吉田　寛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:転移性肝癌の治療戦略～大腸

癌肝転移肝切除例からみた肝動注癌化学療法の功罪 第 12 回日本肝胆膵外科学会 2000（名古屋）

270.藤原　耕・海野倫明・安達尚宣・小野川徹・近藤典子・阿部高明・鈴木正徳・松野正紀:ヒト肝

臓特異的有機アニオントランスポーターLST-1導入培養細胞株の作製と再構築人工肝臓への応用 第

12 回日本肝胆膵外科学会 2000(名古屋)

271.安達尚宣・藤原　耕・鹿郷昌之・岡部光則・小野川徹・近藤典子・阿部高明・海野倫明・鈴木正

徳・松野正紀:ラット新規有機アニオントランスポーターmoat1(multispecific organicanion

transporter1)の単離と発現 第 12 回日本肝胆膵外科学会 2000(名古屋)

272.中川　圭・佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・林　洋毅・森川孝則・松野正

紀:ヘモクロマトーシスに合併した肝細胞癌の一切除例 第 36 回日本肝癌研究会 2000(東京)

273.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:転移性肝癌との鑑別が必要で

あった限局性脂肪肝の 1例 第 10 回東北肝臓外科研究会 2000(仙台)

274.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀・遠藤稔弥:肝硬変に伴う肝内

血流異常のため画像診断が困難であった肝細胞癌の 1例 第 36 回日本肝癌研究会 2000(東京)

275.林　洋毅・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:当科におけるラジオ波凝固療

法の治療効果と合併症の検討 第 36 回日本肝癌研究会 2000(東京)



276.近藤典子・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀;肝外胆管浸潤の有無からみた

胆管細胞癌の新肉眼分類の必要性 第 36 回日本肝癌研究会 2000(東京)

277.柿田徹也・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・遠藤公人・竹内丙午・松野正紀:anaerobic box を

用いた in vitro ischemia-reperfusion による脂質過酸化物の発生と,細胞内 SOD 活性賦活の意義 第

36 回日本肝臓学会総会 2000(博多)

278.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・力山敏樹・内山哲之・松野正紀:肝再生

機序からみた肝膵同時切除時における IL-10 高値の意義 第 36 回日本肝臓学会総会 2000(福岡)

279.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・安達尚

宣・小野川徹・近藤典子・藤原　耕・山本久仁治・吉田　寛・佐々木剛・中川　圭・林　洋毅・松

野正紀:画像診断上、胆管細胞癌との鑑別が問題となった肝細胞癌の一切除例 第 36 回日本肝癌研

究会 2000(東京)

280.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・安達尚

宣・小野川徹・近藤典子・藤原　耕・山本久仁治・吉田　寛・佐々木剛・中川　圭・林　洋毅・松

野正紀;腎細胞癌に合併した肝嚢胞性腫瘍の一例東北腹部画像診断検討会 2000(仙台)

281.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・及川昌也・柿田徹也・竹村真一・安達尚

宣・小野川徹・近藤典子・藤原　耕・山本久仁治・吉田　寛・佐々木剛・中川　圭・林　洋毅・松

野正紀:肝胆道外科におけるマルチスライス CT および 3D-CT の有用性～特にマルチスライス CT を

用いた肝外胆管癌の進展度診断について～ 第 139 回東北外科集談会 2000(仙台)

282.竹村真一・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・吉田　寛・松野正紀:血小板減少症を伴

う肝硬変モデルラットの肝切除後肝再生に対する TPO 投与の意義 第 55 回日本消化器外科学会

2000(宮崎)

283.佐々木剛・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀・内山哲之:腎細胞癌・胆嚢転

移の 2切除例 第 167 回日本消化器病東北支部例会 2000(仙台)

284.山本久仁治・鈴木正徳・片寄　友・海野倫明・遠藤公人・佐々木剛・松野正紀:p27 の胆管癌予

後規定因子としての可能性と根拠～p27によるアポトーシス誘導のメカニズム 第 55 回日本消化器

外科学会総会 2000(宮崎)

285.柿田徹也・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・遠藤公人・竹内丙午・松野正紀:anaerobicbox を用

いた invitroischemia-reperfusion による脂質過酸化物の発生と細胞内 SOD 賦活の意義 第 55 回日

本消化器外科学会総会 2000(宮崎)

286.及川昌也・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・力山敏樹・内山哲之、松野正紀:過大侵

襲により誘導されるサイトカイン・IL-10 と肝再生への影響 第 55 回日本消化器外科学会総会

2000(宮崎)

287.竹村真一・工藤俊雄・浅野竜太郎・津本浩平・鈴木正徳・片寄　友・櫻井直樹・児玉英謙・吉田　寛・

林　洋毅・松野正紀・熊谷　泉:腺癌関連抗原 MUC1 を標的分子とした recombinant bispecific 抗

体による胆管癌養子免疫療法の基礎的研究 第 4回基盤的癌免疫研究会総会 2000(札幌)

288.森川孝則・鈴木正徳・海野倫明・遠藤公人・片寄　友・松野正紀:腎細胞癌に合併した肝嚢胞性

腫瘍の一例.第 33 回日本消化器画像診断研究会 2000(札幌)

289.柿田徹也・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・遠藤公人・竹内丙午・松野正紀:anaerobic box を

用いた in vitro ischemia-reperfusion による脂質過酸化物の発生と細胞内 SOD 賦活の意義 第 9回

生体パーオキサイド研究会 2000(仙台)

290.鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・森川孝則・松野正紀:フィブリン糊の事前調整の可能性につい

て 第 12 回東北創傷治癒研究会 2000(仙台)



291.水間正道、鈴木正徳、海野倫明、片寄　友、遠藤公人、松野正紀、奥本忠之、石橋忠司:中部胆
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との鑑別に 3D-CT が有用であった総肝管外圧迫の一症例 第 140 回東北外科集談会 2000（仙台）

292.大塚英郎・鈴木正徳・海野倫明・片寄　友・松野正紀:胆管内腫瘍栓をともなう肝細胞癌の一切

除例 宮城肝癌研究会 2000(仙台)

293.里井壮平,権雅　憲,鈴木正徳,高井惣一郎,上山泰男,Mirza DF, McMaster P:脳死肝移植における

marginal donor 使用の現況?英国における細菌性髄膜炎ドナーを用いた脳死肝移植. 第 101 回日本

外科学会総会 2001(仙台)

294.鈴木正徳,海野倫明,遠藤公人,片寄　友,及川昌也,竹内丙午,近藤典子,松野正紀:外因性フィブリン

糊製剤の事前調製の可能性をさぐる. 第 101 回日本外科学会総会 2001(仙台)

295.里井壯平,権雅　憲,,北出浩章,高井惣一郎,川口雄才,上山泰男,Mirza DF, McMasterP:英国でのド

ナー不足に対する取り組み.肝胆膵関連会議 2001(仙台)

296.鈴木正徳,佐藤武揚,海野倫明,片寄　友,竹内丙午,及川昌也,小野川徹,林　洋毅,松野正紀:切除不能

肝外胆管癌に対する低侵襲性 chemoradiation 併用胆道 stenting の実際. 第 56 回日本消化器外科

学会総会 2001(秋田)

297.里井壯平、橿雅憲、鈴木正徳、高井惣一郎、上山泰男、Mirza DF, McMaster P:英国 Queen Elizabeth

Hospital におけるmarginal donor(bacterial meningitis)の肝移植経験,移植学会総会 2000

298.浅野竜太郎,竹村真一,津本浩平,新井貴,榎原真二,櫻井直樹,吉田　寛,片寄　友,鈴木正徳,松野正紀,

工藤俊雄,熊谷　泉:ヒトリンパ球表面抗原 CD28 特異的抗体の遺伝子工学的作製. 第 73 回日本生化

学会総会, 2000横浜

299.海野倫明、阿部高明、小野川徹、近藤典子、安達尚宣、藤原　耕、岡部光規、徳井太郎、鹿郷昌

之、鈴木正徳、松野正紀:新しいトランスポーターLST-2 の消化器癌における発現 第 59 日本癌学

会総会 2000(横浜)

300.海野倫明、阿部高明、鈴木正徳、松野正紀:抗癌剤を輸送するトランスポーター遺伝子の発現解

析による癌の個性に応じた薬剤選択 第 101 回日本外科学会総会 2001(仙

301.海野倫明、近藤典子、藤原　耕、小野川徹、安達尚宣、竹内丙午、片寄　友、鈴木正徳:肝特異

的有機アニオントランスポーター遺伝子 LST-1 の転写調節機構とケノデオキシコール酸の影響 第

56 回日本消化器外科学会総会 2001(秋田)

302.海野倫明,近藤典子,藤原　耕,安達尚宣,小野川徹,鈴木正徳,阿部高明,松野正紀:肝特異的胆汁酸ト

ランスポーターLST-1 mRNAの転写調節機構 第 1回東日本胆汁酸研究会 2001(東京)

303.海野倫明、阿部高明、小野川徹、大塚英郎、安達尚宣、藤原　耕、近藤典子、岡部光規、

溝井賢幸、椎葉健一、鈴木正徳、矢守隆夫、松野正紀:各種癌細胞株における LST-2 トランスポータ

ー遺伝子発現のリアルタイム定量 RT-PCR 法による検討 第 60 回日本癌学会総会 2001(横浜)

304.片寄　友,鈴木正徳,海野倫明,山本久仁治,佐々木剛,Min Kim*, PremSeth**,松野正紀:癌抑制遺伝

子 vHL による p27/kip1 誘導と遺伝子治療の可能性. 第 101 回日本外科学会総会 2001 仙台

305.片寄　友、鈴木正徳、海野倫明、竹内丙午、及川昌也、水間正道、松野正紀:巨大主腫瘍を有す

る多発肝細胞癌の治療方針. 第 56 回日本消化器外科学会総会 2001 秋田

306.片寄　友 鈴木正徳 海野倫明 竹内丙午 水間正道 松野正紀:急速な増大を来した肝血管筋脂肪腫

対し術前肝動脈塞栓術を施行した 1例. 第 13 回肝胆膵外科学会 2001 仙台

307.竹内丙午、鈴木正徳、海野倫明、片寄　友、松野正紀:肝門部胆管癌切除症例の手術成績は改善

したか～自験例からの検討。 第 13 回日本肝胆膵外科学会 2001 仙台

308.竹内丙午、鈴木正徳、海野倫明、片寄　友、松野正紀:肝門部胆管癌切除療法の根治度規定因子



と術後照射療法の検討。 第 56 回日本消化器外科学会総会 2001 秋田

309.竹内丙午、鈴木正徳、海野倫明、片寄　友、阿部友哉、松野正紀:急速に進行した急性胆嚢炎併

存胆嚢癌の 1例. 第 14 回日本内視鏡外科学会総会 2001 札幌

310.及川昌也、鈴木正徳、海野倫明、片寄　友、力山敏樹、竹内丙午、内山哲之、松野正紀:肝膵同

時切除術後の非実質細胞間相互作用を介した肝再生抑制機序. 第 56 回日本消化器外科学会総会

2001 秋田

311.竹村真一、鈴木正徳、海野倫明、片寄　友、櫻井直樹、児玉英謙、吉田　寛、林　洋毅、工藤俊

雄、浅野竜太郎、熊谷　泉、津本浩平、松野正紀:変異型 SEA を融合し recombinant bispecific 抗

体(diabody)による胆管癌養子免疫療法の可能性. 第 101 回日本外科学会 2001(仙台)

312.柿田徹也,鈴木正徳,海野倫明,片寄　友,竹内丙午,森川孝則,松野正紀:Xanthine oxidase 阻害剤に
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